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漢字の使用に関する調査・研究   
一「文学作品の「現代表記」化について－  













「常用漢字表」（昭和56年10月1日・内閣告示）の「前書き」の中に、   
0この表は、科学、技術、芸術その他の各種専門分野や個々人の表記にまで  
及ぼそうとするものではない。   
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「本書は、岩波版芥jl卜龍之介全集を底本として、これを文庫編集部において  
現代表記に改めたものである。」（岩波文庫）  
「原文は新かなづかいに改めたはか、原文の表現をそこなわない範囲で現代   
表記法にもとづいて漢字を削減した。」（旺文社文庫）  
などとある。また、新潮文庫では「文字づかいについて」という1ページを設  
けて、次のようにある。   
「新潮文庫の日本文字の文字表記を現代的に改めるに際しては、なるべく原   
文を尊重するという見地に立ち、次のように方針を定めた。  
1．口語文の作品は、旧仮名づかいで書かれているものは現代仮名づかいに  
改める。   
2．文語文の作品は旧仮名づかいのままとする。   
3．一般には当用漢字以外の漢字も使用し、音訓表以外の音訓も使用する。   
4．難読と思われる漢字には振仮名をつける。   
5．送り仮名はなるペく原文を重んじて、みだりに送らない。  
あ  6．極端な宛て字と思われるもの及び代名詞、副詞、接続詞等のうち、仮名  
モこな   にしても原文を損うおそれが少ないと思われるものを仮名に改める。（これ  













…丈→・・■だけ   
僅→まま  
流石→さすが  




アンスに微妙なちがいが生じてくるということにもなってくる。   
→般向けの香華であれば、まだそれほど問題にもならないかもしれないが、  
これが教科書となってくると、また問題は別である。教科書の表記については、   
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「高等学校教科用図書検定基準実施細則」なるものがあり、それに従わねばな  
らないからである。その中から直接関係のある項目だけ引用してみると、   
○使用する漢字の範囲及びその使用法については、原則として「常用漢字表」  
による。   
○誤読のおそれのある用語などには、必要に応じて読み方を示す。  
となっている。当然のことながら、「常用漢字表」に対しては、一般書籍に比べ  






以下、具体例をいくつかずつ示して、検討を加えてみたい。   




較的多いということ、などという理由もあったからである。   
底本には、岩波版「芥川龍之介全集」（1粥2年刊）を用い、比べるものとして、  
現行の高校教科書「国語I」（昭和57年度使用本）3種（［司［司匡］と符号をつけ  
る）と、文庫本3種（㊦①（らと符号をつける）を選んだ。   
本来なら、漢字が使われている表現のすべてについて比較検討すべきであろ  
うが、本稿ではとりあえず次のように範囲を限定した。すなわち、   






置なのは、原作での用字法を変えてしまう場合である。すなわち、   
0原作で漢字が使われているところを、仮名に改めた場合。   
0原作では仮名書きになっているところを、漢字に改めた場合。   




というただし書きがされているが、実際にはどうであろうか。   
以下に調査結果を列挙する。   
王塾をひいた部分は底本の表記。   
ユ→（矢印）の右に、教科書・文庫本等の表記を示す。   
匡］・・・…教科書（東京書籍版）   
［司州‥教科書（大修館版）   
回……教科書（角川書店版）   
くか・・・・岩波文庫（1981・6・10発行）   
①……旺文社文庫（1965・12・10発行）   
①・＝・＝新潮文庫（1982・10・20発行）   
〔1〕原作での漢字を、仮名に改めるか、それとも原作どおりの漢  
字とするか。   
（例1）垂旦ニーーーーー→所々回回㊦ ところどころ回㊦⑦  
〔例2）（丹塗りの〕剥げた→剥げた回㊦ はげた回回㊦①  
きりぎりすきりれ  
〔例3）撃墜T→蛭嘩回回㊦◎㊦ きりぎりす回  
（例4）二塁旦けはない）一－－－→一通り回回㊦①㊥ ひととおり回  
（例5）垂呈j」（固よりの意）→元より㊦ もとより回回匡］㊦⑦  
す （例6）（狐狸が）塾吐→棲む回回①㊥ すむ回 住む㊦ ご王  
（例7）遡昼ほまいたやうに）→岳由㊦0㊦ ごま回回  
（例g）一嘩みに→謀議に回㊦ ついばみに回回㊦① ＋も 
つと （例9）墓旦ニー→尤も㊦ もっとも回回回㊦①  
しり （例10）尻を据ゑて1→尻を据えて㊥ 尻をすえて回国㊦⑦ しりをすえて  
匝］  
（例11）鱈㌘）琴㌫駈】回㊦⑦㊥ほお回  
（例12）車型」→面頗㊥ にきび回回回㊦①                                主 
（例13）何を措  いてもー－→措いても直］（彗  おいても［司［召e）⑦  
いとま ‾‾－    ‾てlとょ 達はない「→退はない   ㊥ いとまはない回回回㊦0  〔例14）  
（例15）仕方がない－一→仕方がなし  〕回㊦ しかたがない回回⑦①   
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くさめくさめ （例16）唾－→塵㊦㊥ くさめ回回回⑦ mはしご  
（例17）梯子－－－－→梯子回㊦㊤㊥ はしご回回 百石亨う 
りわちぞうり  
（例1郎 藁草履－→藁草履回回㊦◎㊥ わらぞうり回  
（例19）㊦⑦ ひげ包回①  
うみ  
（例20）（赤く）膿を持った－→膿を持った回㊦①㊦ うみを持った匡］匝］ ‾‾■’’‾ 
くく （例21）高を括る－・・・・・→革を括る⑳ 高をくくる回㊦① たかをくくる回回        丁み              ナふ丁み                           く も  
〔例22）隅々に蜘蜂の巣一・・」→隅  々 に蜘蜂の巣［司回（ら すみずみに蜘妹の巣㊤  
① すみずみにくもの巣回  
やもり （例23）宣亘→寺岩㊦㊦ やもり回回回⑦  
は  
（例24）這ふやうにして→這う  ようにして［司㊦∈）（彗 はうようにして回匡］  
（例25）（楼の内を）墾±三三－こ・・→覗いて㊦ こぞいて回回回㊦①  
例26）（土を）捏ねて－→痙ねて㊦ こねて回回回㊦①  
をし＋1‾奄しおし （例27）堅型趣く－→唖の如く㊦ 唾のごとく画回㊦㊤ おしのごとく回  
おお  
（例28）（臭気に思はず）鼻を掩った→掩った㊦ 覆った回匡］おおった［司  
㊦①  
うーく量 〔例29）縛ってぁる・－・・→持っている㊦  うずくまっている回国回㊦①  
や （例30）塵卓立－－・→痩せた包㊥ やせた回回⑦①  
ガお重た  
おIiまた （例31）大股に→大股に匡コ回㊦ 大またに［司㊦⑦  いし■み  いし仲み  はじ  いし帥み  
（例32）考にでも弾かれたやうに－→考にでも  弾かれたように垣）考にでも  
はじかれたように匡胆］［司㊦①  
しはしわ 雛→朝司㊥ しわ回回㊦⑦  
）?）?）????）???????????）?????????????????????????????????（?（ （???????????????????????
‾霹‾‾‾か 噛んでゐる一－→噛んでt】  る回㊥ かんでいる［司［司㊦①  
（細い）喉→嘲司㊦⑦㊥ のど回回 「あえぁえ  
喘ぎ喘ぎ－→喘ぎ喘ぎ㊦ あえぎあえぎ回回包㊦① ＋ 
とと （頭から）奪った－→奪った回 章った㊦①㊦ とった匝 取った回 ひさひきL  
喜一→司司回㊦①（ら ひき匡］  
古郡チ  
堅塁∵→囁忘㊥ あぎける回回回㊦①  
剥ぎとった→剥ぎとった屈㊦ はぎ取った回 はぎとった回㊤① 1テ恵 
ほけたお 蹴倒した一→蹴倒した回［司㊦匂）㊦ け倒した回  
った回⑦㊦ はって行った回回㊦  這って行った一ユ」→這って行  
（白髪を）倒にして一－→倒にして㊥  さかさまにして匡柁）⑦ 逆さ   
まにして［司回  














はくしろこり 箔  料  狐狸  
もみえぼしつじかせ 探鳥帽子  辻風  
いし●み   こくとうとう  
だ  雪  男洞々  
ち櫓う  ，ど・ペつ  
lT．  
これらはいずれも常用漢字表にない字、あるいは音訓にない読み方をするも  












ヒ だと思う。老婆が死骸の頭から髪を「奪った」と、原作では表記している。こ  
の漢字の意味を生かすか、仮名で「とる」とするか、「とる」という訓のある別  
の漢字をあてるか、いろいろ考慮した末の結論が（例37）にあるように、まち  







も仮名が続いてたいへん見にくく、読みづらいし、意味もとりにくくなってい   
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る。こういう表記法は原則的には正しいのであるが、約束を優先させるか実際  
の読み易さを優先させるかが問題である。（例3）（例22）（例24）の場合、仮名  
書きをしているのはそれぞれ1例ずつしかない。   
次に、「極端に短い語も、仮名書きにするとわかりにくい」ということについ  
て例を示し、実際にはどう処理されているかをみてみたい。  
ごまごま （例7）の「胡麻をまいたやうに」の「胡麻」。この部分を「それがごまをま  
いたように」と表記したのは教科書回回の2種類だけである。（例11）の「右の  
頼」の「顆山 これを「ほお」と表記したのは教科書匝コの1種のみ。（例20）の  
「膿を持った」の「膿」。これを「うみ」としたのは教科書回回の2種。同様に 与しモしひさひさ  
（例27）の「囁の如く」の「唖」。（例3釦 の「暮のつぶやくやうな」の「暮山  
これらを「おし」「ひj」と仮名書きしたのは、それぞれ教科書の匡lと回の1種  






















改めたのは教科書回回の2種と、文庫本◎の1種。単に「ひげ」とllえば、髭   


















の問題を考えてみる。   
〔2〕原作の仮名書きの語を、漢字に改めてある場合   
きりぎりナ  
（例1）（姥蝉が一匹）とまってゐる－－－→止まっている匡］  
に （例2）（丹が）ついた  り→付いたり回回  
（例3）（門の近所へは）星董旦をしない→足踏みをしない回且  
しげ （例4）（鵡尾の）まはり→周り恒］［司  
ている回国回  （例5）飛びまはってぁる→飛び回っ  
あかくなる－－－－－－－－→赤くなる匡］  （例6）（夕焼けで）  




（例11）うす暗い  （雪）→薄暗い回匡］  
がら－→縮めながら［司回回  （例12）（頸を）ちゞめな  
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（例13）（門の）まはりを見まはした－－ナまわりを見回した回 周りを見回し  
た回回  
（足を）ふみかけた→踏みかけた匡l回回  





























従って、同→の文学作品でありながらそれぞれの教科書によって表記のしかた   
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にいろいろな差ができ、場合によっては理解や鑑賞の上にも何かと影響を与え  






























辺はふくみのある表現となるが、「赤」の字をあててしまうと限定されてしまっ   




























まま用いている。このことは本稿の初めにも述べておいた。   
この項では、それ以外のものについて、すなわち、原作に捌ナる漢字（常用  
漢字でないもの及び認められていない音訓を用いたもの）を常用漢字に改めた  
ものについて調べ、その中で特に問題のある事例をとりあげてみたい。   
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（例1）路ばた→遭ばた匡1㊦① 道端耳回  
証 （例2）（狐狸が）塵聖二→住む㊦ すむ回  



























こりナ はり「初工狸が棲む」としなければならないだろう。  
（例3）は、「棄」に常用漢字表では「すてる」という訓が認められていない  
ので、「捨」に書きかえたものである。同じ「すてる」でも、「棄」は、「投棄」   

































「倶」は常用漢字表には入っていないが、「うたがいおそれること」「懐いこと   





れてくるところがある。   










ムらん 種はすぺてルビをつけ「席爛」としている。F同音の漢字による書きかえ』の前  
書きには、   












たものは教科或司匡］の2種、「おおった」と仮名書きにしたものが教科書回と おお  
文庫本㊦（むの計3種、「掩った」と、原作の字を残してルビをつけたものが文庫  
本（らの1種である。「おおう」という語については、常用漢字表では「覆」の辛  
があてられているのだが、「覆」を使う．より仮名書きにしているほうが多いとい   





「下人の睨は、その時、はじめてその屍骸の中に縛ってゐる人間を見た。」「老   















め 教科寄司と文庫本㊥との2種は「眼」で通している。  
い幸 （例13）と（例14）とについて。原作では「呼吸」と「息」とを使い分けてい  
る。すなわち、  
いき  「呼吸をするのさへ忘れてゐた。」（例13）   
「肩で息を切りながら」〔例14）  













しくぴから下の部分」を指すのがふつうである。同じ「あし」でも「脚」と「足」   



























0 形の上からみて、文の中で仮名が長く続くと読みづらくなり、印象も薄れ   
てくる。これは山単語だけのことではなく、その前後の文の流れとしての問   
題である。文あるいは文節の中心にあたるところには、適当に漢字があてら   
れているほうが読みやすい。  
0 仮名にして2辛くらいの（場合によっては1字のものもあろう）短い語や、   
複合語の中の一部などを仮名書きにすることは、かえって誤解や混乱を招く   
もとにもなる。   
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0 漢字で書き分けないと意味がはっきりしないような場合は、仮名書きは避   
けたほうがよい。文の前後の流れから、誤解されるおそれの全くないときは   
別であるが。  
② 原作の仮名書きの語を、漢字に改めたという場合について   
原作で仮名書きの部分は、すべてそのまま仮名にしておくという考え方と、  
現代表記法にもとづいて漢字をあてられるところはすぺて漢字に改めるという  




うと、感じはもちろん意味までちがってくるようなこともあり得るのである。   
また、もとの仮名にどの漢字をあてるぺきかということ。例えば「あう」に  
対して「合」「会」「遭」のどれをあてればよいのか。もしかしたら原作のニュ  
アンスは、この三字のどれでもないかもしれない等の間焉がある。   
常用漢字表で認められている字だからといって、杓子定規にあてはめていく  
ようなことは慎まなくてはいけない。  
⑨ 原作の漢字（常用漢字表にないもの、及び認められていない音訓を用いた   














常用漢字では  看る  






などの例でわかるように、かつては意味によっていろいろ使い分けがあったの   
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が、常用漢字を決める際に大幅に整理されているのである。「木を伐る」でも「人  
を斬る」でも「切る」と表記するようになってしまうのである。前にあげた例  
でも、   
路→通  庸→住  噂→囁   
惧→恐  眼→目  頭→首  
等々、同類のものは極めて多い。こういう場合、原作の表現をこわさないよう  
























ければよいと思う。常用漢字表が「一般の社会生活において、現代の国語を書   
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き表す場合の漢字使用の目安を示すもの」〔常用漢字表 前書き）であることに、  
改めて注目する必要があろう。   
本稿では、限られた一作品の中から具体的な閉篭点を列挙するだけにとど  
まったが、この調査を通して、漢字のはたらきについて改めて考えてみる必要  
があるということ、それに関しての注意を喚起することができれば幸いである。   
今回の調査の中で、関連して気になったことに、漢字の訓読みの問題、藻字  
の書きかえの問題、熟語を仮名まじりで書くことの問題、等々のことがあるが、  
なお今後の課題として調査研究を進めていきたい。  （昭和58年8月稿）   
